
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
八
巻
第

一
号

平
成
十

一
年
十
二
月

蓮
社
列
祖
と
し
て
の
延
寿
と
宗
蹟

柴

田

泰

一

問
題
の
所
在

(蓮
社
始
祖

・
継
祖
)

慧
遠
-

善
導
-
法
照
―
少
康
―
省
常
-
宗
蹟

『楽
邦
文
類
』
宗
暁

(
一
一
九
九
年
)

(蓮
社
七
祖
)

慧
遠
―
善
導
-
承
遠
ー
法
照
i
少
康
ー
延
寿
ー
省
常

『仏
祖
統
紀
』
志
磐

(
一
二
六
九
年
)

永
明
延
寿

(九
〇
四
ー
九
七
五
)
と
長
藍
宗
?

(
?
ー

一
一
〇
六
?
)

は
禅
宗
思
想
史
で
も
高
く
評
価
さ
れ
る
勝
れ
た
禅
師

で
あ
る
が
、
一
方
、

浄
土
教
に
も
深
く
係

つ
た
禅
僧
と
し
て
、
後
に
浄
土
教
の
系
譜
、
蓮
社

の
列
祖
と
さ
れ
る
。
そ
の
典
拠
が

『楽
邦
文
類
』
と

『仏
祖
統
紀
』
で

　
ユ
　

あ
る
が
、

こ
の
僅
か
七
〇
年
ほ
ど
の
間

に
、
宗
?
と
延
寿
が
入
れ
替

　
　
　

わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
第

一
の
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
延
寿
と
宗
?
に
つ
い
て
の
従
来
の
、
主
に
浄
土
教
研
究
の

見
解

で
あ
る
が
、

延
寿

は
唯

心
浄
土

・
禅
浄
双
修

を
主
張

し
た
最
初

の
思
想
家

で
、

そ

の
代
表

的
標
語

が

「
四
料
簡

」

(有
禅

有
浄
土
、
猶
如
載
角
虎
…
)

で
あ

る
。
宗
?

は

と
く
に
称
名
念
仏

を
強
調
す

る
か
ら
、
そ

の
継
承
者

で
あ

る
。

　ヨ
　

と

さ

れ

て

い
る

。

そ

れ

を

批

判

し

て
、

従
来

の
見
解

は
後

の
資
料

で
解
釈

し
て
い
る
が
、
『宗
鏡
録
』
『
万
善
同
帰
集
』

に
依

る
限
り
、
延
寿

は
諸
仏

の
唯

心
浄
土

は
主
張

し
た
が
、
弥
陀

の
浄
土
を

低

く
み
て
い
る
。
従

っ
て
、
禅
浄

双
修
思
想
家

で
な

く
、

「四
料
簡
」

は
後
世

の
仮
託

で
あ

る
。
弥

陀

の
唯
心
浄
土

の
最
初

の
思
想
家
は

四
明
知
礼

、
禅
系

で
は
、
宗
?

こ
そ
禅
浄
双
修

の
最
初

の
思
想
家

で
あ

る
。

　　
　

と
い
う
の
が
、
筆
者

の
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
う
し

て
延
寿
が
唯
心
浄
土

・禅
浄
双
修

の
最
初
の
思
想
家
と
さ
れ
て
い
た
か
。

こ
れ
が
第
二
の
問
題

の
所
在
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
初

め
に
延
寿
と
宗
?
の
思
想
と
初

期
資
料
の
伝
記
を
確

認
し
、
次
い
で
浄
土
教
の
立
場
か
ら
そ
の
後

の
評
価
の
変
遷
を
辿
り
、

両
師

の
史
実
と
変
遷
、
実
像
と
虚
像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
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二

延
寿

の
思
想
と
初
期

の
伝
記

初
め
に
、
延
寿

の
思
想
と
伝
記
を
詳
し
く
調

べ
る
と
、
彼
の
中
心
思

想
は
大
著

『宗
鏡
録
』
百
巻

で
説
く
天
台

・
華
厳

・
禅
な
ど
の
す
べ
て

の
思
想
を
総
合
し
た
壮
大
な
唯
心
哲
学

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は

浄
土
思
想

は
殆
ど
認

め
ら
れ
な
い
。
ま
た

『万
善
同
帰
集
』
は
題
名
通

り
万
善
諸
行

こ
と
ご
と
く
実
相
に
帰
す
こ
と
を
説
く
。
こ
の
う
ち
の
六

項
目
を
後

に
浄
土
思
想
と
会
通
し
収
録
し
た
の
が

『楽
邦
文
類
』
宗
暁

で
あ
る
。
従

っ
て
、
延
寿
の
浄
土
思
想
は
そ
れ
ま
で
具
体
的
に
は
指
摘

さ
れ
て
い
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
次

に
、
延
寿
の
伝
記
で
あ
る
が
、

最
も
早

い

『宋
高
僧
伝
』
巻
二
八

(九
八
八
年
)
、
『景
徳
伝
燈
録
』
巻

　
ら
　

二
六

(
一
〇

〇
四
年
)

で
は
、

若
く

し
て
仏
教

に
帰

し
、
『法
華
経
』
を
諦
す
。
二
十
九
歳
出
家

し
、
厳
し

い

修
行
を
す

る
。
次

い
で
、
天
台
徳
詔
に
嗣
法
し
、
多

く

の
人

々
を
教
化

す
る
。

法
華

を
調

す
る

こ
と
計

一
万

三
千
部

、
万
善
同
帰

・
宗
鏡
等

の
録
、
数
千
万

を
著

せ
り
。
法
眼
宗

第
三
世
。

と
伝
え
る
。
そ
こ
に
は
厳
し
い
禅
師
像
を
伝
え
る
が
、
浄
土
思
想
は

一

つ
も
言
及

さ
れ
な
い
。

史
実
や
伝
記
は
最
初

の
史
料
を
重
視
す
べ
き
と
い
う
歴
史
学

の
基
準

に
従
え
ば
、
延
寿

の
浄
土
思
想
は
多
く
事
実

で
は
な
く
ハ
後
の
創
作
と

い
う
こ
と

に
な
る
。

三

そ
の
後

の
評
価

一

最
初
期

の
評
価

往
生
人
と
し
て
の
延
寿
像
は
そ
の
後

『新
修
往
生
伝
』
(
一
〇
八
四
年
)

　　
　

に
現
れ
、
そ
こ
で
は

一
〇
八
事

の
諸
行
と
上
品
往
生
の
人
と
伝
え
る
。

さ
ら
に

『禅
林
僧
宝
伝
』
(
一
=

九
年
)
で
は
浄
土
思
想

は
認
め
ら
れ

な
い
が
、
「慈
氏
下
生
」
と
号
さ
れ
、
「読
自
行
録
、
録
其
行
事
、
日
百

　
　
　

八
件
」
と
認
め
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
自
行
録
は
今
日
続
蔵
経

に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容

に
は
問
題
が
あ
る
。
要
点
に
限
る
と
、

・
延
寿
の
行
業
で
あ
り
な
が
ら
、
往
生
行
が
多

い
。

・
所
依
の
浄
土
経
典
は
阿
弥
陀
仏
真
言
と
往
生
呪
だ
け
で
あ
る
。

・
陀
羅
尼
思
想
、
施
餓
鬼
行
が
多

い
。

　　
　

な
ど
、
延
寿

の
唯
心
思
想
と
全
く
異
な
る
修
行

が
多
す
ぎ
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
後

の
人

々
は

"
延
寿
は

一
日
に

一
〇
八
も

の
修
行
を

行

っ
た
厳
し
い
禅
師
"
と
尊
敬
し
た
。

丁
度
、
そ
の
こ
ろ
宗
蹟
が
活
躍
す
る
。
『続
燈
録
』
巻

一
八

(
一
一
〇

　　
　

一
年

)

な

ど

に

よ

る
と

、

若

く
し
て
儒

教
を
習

い
、
法
雲
法
秀

に
投

じ
、

の
ち
長
藍
応
夫

の
法
を
嗣

ぐ
。
著

『禅
苑

清
規
』
。

　
り
　

と
伝
え
る
。
そ
こ
に
も
浄
土
思
想
は
認
め
ら
れ
な
い
。

延
寿
と
宗
蹟
が
共
に
登
場
す
る
の
は
、
王
日
休

『龍
釘
浄
土
文
』
(
一
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一
六

一
年
こ
ろ
)
で
、
延
寿
は
伝
記

[
一
〇
八
事
、
上
品
生
]、
宗
蹟
は

引
用
文
二
点

[勧
孝
子
、
勧
参
禅
人
兼
修
浄
土

(ー蓮
華
勝
会
録
文
)
]
で

　　
　

あ
る
。
あ
れ
だ
け
多
く
の
浄
土
文
を
収
録
し
な
が
ら
、
延
寿
の
引
用
文

が
な
い
こ
と
は
、
王
日
休
は
延
寿
を
往
生
人
と
考
え
て
も
、
延
寿
の
著

作

の
中
に
浄
土
思
想
を
見
出
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
ほ
ぼ
同
世
代

の

「浄
土
詠
史
」
(
一
一
六
三
年
)
に

「智
覚

(延
寿
)
、
慈
覚

(宗
蹟
)
」
、

『正
観
記
』

(
一
一
八

一
年
)
に

「今
朝
禅
即
寿
禅
師
蹟
禅
師
…
」
と
認

　
12
)

め
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
頃
に
は
延
寿
と
宗
蹟
は
浄
土
思
想
家
と
し
て
も

並
び
称
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

二

『楽
邦
文
類
』

の
評
価

こ
う
し
た
経
綽
を
経
て
、
『楽
邦
文
類
』
宗
暁

(
一
一
九
九
年
)
が
著

さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
後
の
浄
土
教
史
を
決
定
づ
け
る
幾

つ
か
の
特
徴
が

　ヨ

認
め
ら
れ

る
が
、
延
寿
と
宗
蹟
に
限
る
と
、

ま
ず
、
延
寿
で
は
伝
記
に

「二
團
」
が
新
た
に
加
わ
る
。

延

寿
は
二

つ
の
園

を
作

っ
た
。

一
つ
は

「
一
心
禅
定
」
、

一
つ
は

「諦
経
万

善
荘
厳

浄
土
」

の
團

で
、

七
度

引

い
た

が
、
七
度

と
も

「諦
経

万
善
生
浄

　ね
　

土
」

で
、

そ
の
後
、
専

ら
浄
土
行
を
行

つ
た
。

と

い
う
挿
話

で
あ
る
。

法
眼
宗
第

三
世
の
厳
し
い
禅
師

で
、
天
台
・華
厳
を
極
め
た
延
寿
が
、

「禅
定
」
を
捨
て
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
お
そ
ら
く

『万
善
同
帰
集
』

や

一
〇
八
事

の
修
行
を
元
に
浄
土
教
系

の
誰
か
が
創
作
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
宗
暁
は
初

め
て
浄
土
文
類
と
し
て

『万
善
同
帰
集
』
六

重
問
答
と

「神
棲
安
養
賦
」
を
収
録
す
る
。
こ
こ
に
二
二
五
年
を
経
て
、

浄
土
思
想
家
と
し
て
の
延
寿
が
具
体
的
な
資
料
で
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
冷
静
に
引
用
文
を
分
析
す
る
と
、
そ

こ
に
は
上
品
の
禅
定

に
よ
る
唯
心
浄
土
の
悟
り
と
、
末
品
の
念
仏
に
よ
る
西
方
浄
土

の
往
生

の
、
二
つ
の
浄
土
が
説
か
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
機
根
も
行
業
も
果
報

も
異
な
る
。
彼
は
下
品
の
念
仏
に
よ
る
西
方
浄
土
往
生
は
認
め
な
が
ら

も
、
自
身
は
上
品
の
禅
定
に
よ
る
唯
心
浄
土
を
志
向
し
た
。
そ
れ
ゆ
え

後

の
人
は
、
"延
寿
は

一
〇
八
事

の
厳
し

い
修
行
を
行
っ
た
上
品
生
の

人
"
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
延
寿
は
著
述
と
初
期
の
伝
記

に
よ
る
限
り
、
唯
心

浄
土
・禅
浄
双
修
の
思
想
家
で
は
な
か
つ
た
が
、
『楽
邦
文
類
』
に
よ
っ

て
初
め
て
浄
土
思
想
家
と
し
て
の
地
位
が
確
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
『楽

邦
文
類
』
の
影
響
は
極
め
て
大
き
く
、
後

の
人
々
は
無
前
提
に
そ
れ
を

踏
襲
し
、
今
日
の
見
解
に
も
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
宗
蹟
に
つ
い
て
は
、
伝
記
で
は
念
仏
結
社
の
蓮
華
勝
会
と
称

　
お
　

名
念
仏
を
伝
え
、
さ
ら
に
浄
土
資
料
六
文
を
収
録
す
る
。
実
は
宗
蹟
の

浄
土
資
料
は
こ
れ
だ
け
で
、
資
料
的
限
界
は
あ

る
が
、
し
か
し
、
こ
の

引
用
文
に
限
っ
て
も
、
観
経

「是
心
是
仏
」
・
唯
心
浄
土
と
称
名
念
仏

往
生
が
認
め
ら
れ
、
彼
は
そ
れ
を

「念
而
無
念
」

「生
而
無
生
」
と
解

釈
す
る
。
従

っ
て
、
宗
蹟
こ
そ
弥
陀

の
唯
心
浄
土
も
称
名
念
仏
も
説
い

た
最
初

の
禅
浄
双
修
思
想
家
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
、
『楽
邦
文
類
』
に
収
録
さ
れ
た
両
禅
師

の
資
料
を
比
較
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検
討
す
る
と
、
宗
暁
は
引
用
数
も
思
想
内
容
も
明
ら
か
に
宗
蹟
を
評
価

し
て
い
る
。
加
え
て
、
盧
山
慧
遠

の
再
興
を
意
図
し
て
浄
土
資
料
を
収

録
し
た

『
楽
邦
文
類
』
に
は
、
念
仏
結
社
は
省
け
な
い
わ
け
で
、
宗
暁

は

"蓮
華
勝
会
を
結
ん
だ
宗
蹟
こ
そ
、
蓮
社
継
祖
に
相
応
し
い
"
と
中

国
浄
土
教

の
系
譜
に
位
置
づ
け
た
。

三

『仏
祖
統
紀
』
の
評
価

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
僅
か
七
〇
年
後
の

『仏
祖
統
紀
』
に
よ
っ
て
、

延
寿
と
宗
蹟
の
評
価
は
逆
転
す
る
。

天
台
宗

の
正
当
性
を
主
張
し
た

『仏
祖
統
紀
』
五
四
巻
は
、
歴
史
書

ゆ
え
に
引
用
文
は
な
く
、
伝
記
だ
け
で
あ
る
が
、
前
に
倣
っ
て
両
禅
師

　
あ
　

の
伝
記
を
見
る
と
、
延
寿
を

「蓮
社
七
祖
」
の
第
六
祖

に
位
置
づ
け
、

そ
れ
ま
で
の
延
寿
伝

(二
魍
、
一
〇
八
事
、
慈
氏
下
生
、
上
品
生
)
を
統
合

し
、
と
く

に

『万
善
同
帰
集
』
を
浄
土
思
想
を
説
く
最
も
重
要
な
書

([万
善
同
帰
集
指
帰
浄
土
最
得
其
要
])
と
最
大
級

の
賛
辞
で
評
価
す
る
。

さ
ら
に
そ

の
前
の

「少
康
伝
」
に
は
延
寿
の
師
、
天
台
徳
詔
の
故
事
を

載
せ
る
。
こ
こ
に
少
康
-
徳
詔
ー
延
寿

の
師
資
相
承
が
史
料
的
に
実
証

さ
れ
る
。

一
方
、

「蓮
社
七
祖
」
に
続
く

「浄
土
立
教
志
」

の
宗
蹟
伝

に
は
、僅
か
に
蓮
華
勝
会
録
と
浄
土
頒

の
題
名
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。

明
ら
か
に
、
両
禅
師
の
評
価
に
大
き
な
違
い
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
違
い
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
。

ま
ず
第

一
は
、
『楽
邦
文
類
』
は
盧
山
慧
遠

の
遺
風
と
天
台
浄
土
教

の
再
興
を
意
図
し
た
浄
土
資
料
の
み
の
文
類
で
あ
る
。
従

っ
て
、
撰
者

宗
暁
は
浄
土
資
料
の
収
集
に
全
力
を
注
い
だ
の
で
あ
っ
て
、
禅
師
の
浄

土
資
料
に
は
関
心
が
あ
っ
て
も
、
禅
宗
そ
の
も

の
に
は
全
く
関
心
を

持

っ
て
い
な

い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
『仏
祖
統
紀
』
は
全
仏
教

の
中
か

ら
、
天
台
宗

の
正
当
性
を
立
証
し
よ
う
と
し
た
彪
大
な
歴
史
書
で
あ
る
。

当
然
、
撰
者
志
磐
は
諸
宗
に
深

い
関
心
を
持

つ
て
い
た
わ
け
で
、
彼
は

「浄
土
立
教
志
」
に
続
け
て

「諸
宗
立
教
志
」

を
立
て
、
そ
の
最
初
に

　り
　

「達
磨
禅
宗
」
と
し
て
六
祖
ま
で
と
五
家
を
紹
介
す
る
。

こ
の
よ
う
に

当
時

の
禅
宗
に
対
す
る
関
心
の
違
い
が
ま
ず
考

え
ら
れ
る
。

次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
当
時

の
仏
教
界
の
状
況
で
あ
る
。
こ
の
時

代
十

二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
は
、
と
く
に
禅
宗
が
盛
ん
で
、

大
慧
宗
果

(
一
〇
八
九
ー

一
一
六
三
)

の
公
案
禅
、
宏
智
正
覚

(
一
〇
九

一
-

一
一
五
七
)
の
黙
照
禅
、
あ
る
い
は

『碧
巌
録
』
『従
容
録
』
『無
門

関
』
が
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
禅
系
浄
土
教

で
は
唯
心
浄
土
が
主
流
と

　　

　

な
り
、
眞
歌
清
了
な
ど
に
よ
つ
て

「念
仏
禅
」

が
提
唱
さ
れ
た
。

そ
こ
に
、
延
寿
と
宗
蹟
の
思
想
を
重
ね
合
わ

せ
る
と
、
延
寿
は
法
眼

宗
第
三
世
、
壮
大
な

『宗
鏡
録
』

の
唯
心
思
想
、
そ
の
実
践
は

一
〇
八

の
修
行
、
宗
暁
に
よ
っ
て
会
通
さ
れ
た
最
初
の
唯
心
浄
土
思
想
家
、
浄

土
行
は
観
経
・般
舟
三
昧
経
に
よ
る
正
禅
定
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

宗
蹟
は

『禅
苑
清
規
』
の
功
績
は
大
き
い
と
し

て
も
行
儀
で
あ
り
、
浄

土
思
想
は
念
仏
結
社
と
称
名
念
仏
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
場
合
、
禅
師
と

し
て
も
浄
土
思
想
家
と
し
て
も
、
延
寿
が
評
価

さ
れ
る
の
は
当
然
で
、

こ
の
後
、
中
国
浄
土
教
は
後
の
高
僧
が
加
わ
っ
て

「九
祖
」
「十
三
祖
」
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　の
　

と
展
開
す

る
。

さ
ら
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
念
仏
結
社
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。
念

仏
結
社

の
流
行
も
宋
代
浄
土
教
の
特
徴
で
あ
る
が
、
と
く
に
子
元
(
一
〇

八
六
-

=

六
六
?
)
を
祖
と
す
る

「白
蓮
宗
」
は
特
異
な
集
団
で
あ
っ

た
よ
う
で
、
子
元
自
身
も

一
度
配
流
さ
れ
る
が
、
『釈
門
正
統
』
(
一
二

　　

三
七
年
)
、
そ
し
て
志
磐
も
邪
教
と
す
る
。
か
っ
て
、
宗
暁
に
よ
っ
て
高

く
評
価
さ
れ
て
い
た
念
仏
結
社
も
、
志
磐
の
時
代
に
は
様
相
が
変
わ
り
、

邪
教
視
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
宗
蹟
と
延
寿
の
入
れ
替
え
は
撰
者
宗
暁
と
志
磐

の
立
場
の
違

い
だ
け
で
な
く
、
当
時

の
時
代
社
会
を
背
景
と
し
て
、
と

く
に
延
寿

に
対
す
る
評
価
の
違
い
が
強
く
係
つ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
今
日
、
延
寿
の
禅
浄
双
修
を
端
的
に
示
す

「四
料
簡
」

は
、
弥
陀
浄

土
を
低
く
考
え
た
延
寿
の
思
想
で
は
な
く
、
禅
と
浄
土
を

　れ
　

対
等
に
考

え
た
明
代
に
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

結
び

思
想
は
時

代
社
会
と
と
も
に
絶
え
ず
変
容
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
偉
大
な

思
想
家
に
は
、
実
像
と
虚
像
の
差
は
大
き
く
、
そ
れ
が
往
生
人
と
し
て

の
延
寿
像

の
変
容
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
後
世
の
資
料
を
鵜
呑
み
に
す

る
の
で
は
な

く
、
最
初
期

の
資
料
で
ま
ず
実
像
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
思
想
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
社
会

の
所
産
と
考

え
れ
ぼ
、
虚
像
は
そ
の
時
代
社
会

の
実
像
で
あ

つ
た
わ
け
で
、
諸
資
料

を
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
社
会
に
即
し
て
読
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
宋
代
以
降
の
浄
土
教
研
究
は
、
唯

心
浄
土
に
せ
よ
禅
浄

双
修
に
せ
よ
、
多
く
後
世
の
資
料
で
延
寿
と
考
え
て
い
た
が
ゆ
え
に
、

そ
の
後
の
諸
師
の
具
体
的
な
内
容
、
生
き
生
き
と
し
た
展
開
が
見
え
て

い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
諸
資
料
を
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
位
置

づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
く
新
た
な
宋
代
以
降

の
浄
土
教
が
見
え
て

き
た
よ
う
で
、
そ
の
他

の
事
例
は
別
に
発
表
を
予
定
七
て
い
る
。

1

『
楽
邦
文
類
』
巻

三

(大

正
四
七

・
一
九
二
中
下
)
、
『
仏
祖
統
紀
』
巻

二

六

(大
正

四
九

・
二
六
〇
下

)
。

2

中
国
浄

土
教

の
系
譜

に
関

し
て
、
本
稿

の
延
寿
と
宗

蹟

の
入
れ
替
え

以

上

に
関

心
を
引
く
問
題

は
、
始
祖
盧

山
慧

遠

(三
三

四
-

四

一
六
)

に
継

い
で
、
史
実

と
し

て
も
思
想
的

に
も
全

く
繋
が
り

の
な

い
善

導

(六

一
三

-

六
八

一
)

を
第

二
祖
と

し
て

い
る
点

で
あ

る
。
と
く

に
日
本
浄
土
教

で

は
慧
遠
流

と
善

導
流

は
峻
別

さ
れ

(
「浄
土
三
流
」

『選
択

集
』
)
、
従
来

の

見
解

で
も

"
い
ま
慧
遠
流

の
系
統

を
見
る

に
、
善
導

を
以

て
慧
遠
流

の
第

二
祖
と
な
し

て
い
る
こ
と
は
、
甚
だ
解

し
難

い
こ
と
と
言

は
ね
ば

な
ら
ぬ
。
"

(道
端
良
秀

「中
国
浄
土
教

の
時
代
区
分
と
そ

の
地
理
的
考

察
」

『中
国
浄

土
教
史

の
研
究
』
)

と
さ
れ

て
い
た
。

し

か
し
、
そ
れ

は
盧
山
慧

遠
を
観
想
念
仏
、
善
導

を
称
名
念
仏

と
峻
別

し
た
日
本
浄
土
教

か
ら
見
た
非

難

で
あ

っ
て
、
中
国
浄
土
教

の
立
場

で
は
、

同
じ

「般
舟

三
昧
行

の
高
僧

」
と
見
た

の
で
誤
り

で
な

い
。
拙
稿

「中

国

浄
土
教

の
系
譜
」

『
印
度
哲

学
仏
教

学
』
第

一
号
。

3

た
と
え
ば

、
服
部

英
淳

「永

明
延
寿

の
思
想
」

『浄

土
学
』
第

十

四
輯

(『
浄
土
教
思
想
論

』
)
、
藤
吉
慈
海

「禅
浄
双
修

の
根
拠
」
『
印
仏
研
』
第

二
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二
巻
第

二
号

(
『禅

と
浄
土
論
』
)
、

同

「禅
浄
双
修
論

」
『
禅
浄
双
修

の
展

開
』
、
福
島
光
哉

『宋
代

天
台

浄
土
教

の
研
究
』

一
六
-

二
四
、

一
一
九
-

一
二
五
頁

な
ど
。

4

拙
稿

「中
国
浄
土

教

に
お
け
る
唯
心
浄
土
思
想

の
研
究

(
一
)
」

『札

幌

大
谷
短
期
大
学
紀
要

』
第

二
二
号
、

四
四
-
九
七
頁
、

同

「中
国

に
お
け

る
禅
浄

双
修

思
想

の
成
立

と
展
開
」

『印
仏
研
』
第
四
六
巻
第

二
号
。

5

『宋
高
僧
伝

』
巻

二
八

(大
正
五
〇

・
八
八
七
中
)
、

『景
徳
伝
燈
録

』
巻

二
六

(大
正

五

一
・
四

二

一
下
-

四
二
二
上
)
。
そ

の
後

の
主

な
資
料

『
禅

林
僧
宝
伝
』
巻
九
、

『林
間
録

』
巻
下
、
『釈
門

正
統
』
巻

八
、
『釈
氏
稽

古

略
』
巻

四
、

『神

僧
伝

』
巻
九
、

『五
燈
会
元
』
巻

一
〇
な
ど
。

6

『新
修
往

生
伝
』
巻

下

(『
浄
土
宗
全
書
』
続

一
六
巻

、

一
二
四
-

一
二

五
頁
)
。

7

『禅
林
僧
宝
伝

』
巻
九

(続
蔵

[新
文
豊
出
版
」
巻

一
三
七
、

四
七
八
-

四
八

一
頁
)
。

8

拙
稿
前
掲

「中
国
浄
土
教

に
お
け
る
唯
心
浄
土
思
想

の
研
究

(
一
)
」
八

一
-

八
七
頁
。

9

主
な
資
料

は

『
建
中

靖
国
続
燈
録
』
巻

一
八
、

『普

燈
録
』
巻
五

、
『
五

燈
会
元
』
巻

一
六
、
『
釈
氏
稽
古
略
』
巻

四
、
『
続
伝
燈
録
』
巻

一
二
な
ど
。

10

た
だ
し
、
彼

の
著

『
禅
苑
清
規
』
巻

四
、
七

[病
僧
、

亡
僧

」
(続

蔵
巻

一
一

一
、
八
九

八
、
九

一
三
-

九

一
四
頁
)

に
は
浄

土
思
想

が
認

め
ら
れ

る
。
な

お
、
近
藤
良

一

「禅
苑
清
規

に
於
け
る
浄
土
思

想
」
『北

海
道
駒
澤

大
学
研
究

紀
要
』
創
刊

号
参
照
。

11

『龍
舒
浄

土
文
』
巻

五
、
六
、

一
一

(大
正

四
七

・
二
六

八
中
下

、

二
七

一
上
中
、

二
八
三
下
-

二
八
五
上
)
。

12

「浄
土
詠
史

」
李

済

(『
楽
邦
文
類
』
巻
五
、
大
正
四
七

・
二
二
五
上
中
)
、

『正
観
記
』
巻
中

、
戒
度

(『
浄
土
宗
全
書
』
巻

五
、
四
六

二
頁

)
。

13

拙
稿

「『
楽
邦

文
類
』

の
浄

土
思
想
的
意
義
」

『印
仏

研
』
第

三
七
巻
第

一
号
。
」

14

『楽
邦
文
類
』
巻

三

(大
正
四
七

・

一
九
五
上
)
。

15

「観
無
量
寿
仏
経
序
」
、
「蓮
華
勝
会
録
文
」
、

「念
仏
防
退
方
便
文

」
、

「念

仏
廻
向

発
願
文
」
、

「勧
念
仏

頌
」
、

「西
方
浄
土
頌
」

『楽
邦
文
類

』
巻

二
、

五

(大
正

四
七

・
一
六
七
上

中
、

一
七
七
中
-

一
七
八
下
、

二

一
九
中
-

二
二
〇
上
)
。

16

『仏
祖
統
紀
』
巻

二
六

(大
正

四
九

・
二
六

四
中
-

二
六
五
上
、

二
七

八

下
-

二
七
九
上
)
。

17

「諸
宗

立
教
志
」

『仏
祖
統

紀
』
巻

二
九

(大
正

四
九

・
二
九
〇
下
-

二

九

二
下
)
。

18

た
と
え
ぼ
、
忽
滑
谷
快

天

『
禅
宗
思
想
史
』
下
、

三
五
三
頁
以
下
、
拙

稿

「中

国
浄
土
教

に
お
け
る
唯
心
浄
土
思
想

の
研
究

(二
)
」
『
札
幌

大
谷

短

期
大
学
紀
要
』
第

二
六

号
、

二
四
-

二
六
頁

、
五

〇
-

五
三
頁
、
拙
稿

前
掲

「中

国
に
お
け
る
禅
浄
双
修
思
想

の
成
立
と
展
開
」
。

19

小
笠
原
宣
秀

『中

国
近
世
浄
土
教
史

の
研
究
』

一
八

二
-

一
八
五
頁

、
鎌

田
茂
雄

『
中
国

の
仏
教
儀
礼

』

四
六
〇
、

四
八

一
、
六

三
四
、
六

三
八
-

六

四
〇
頁

な
ど
。

20

「斥
偽
志
」
『
釈
門
正

統
』
巻

四

(続
蔵
巻

一
三
〇
、
八

二
四
頁
)
、
『仏

祖

統
紀
』

巻
四
七

(大
正
四
九

・
四
二
五
上
)
。
小
笠
原
宣
秀

「白
蓮

宗

の

研
究
」

『
中
国
近
世

浄
土
教
史

の
研
究
』
。

21

従
来

の
研
究

(註
3

)

で
は

「
四
料
簡

」
を
延
寿

の
眞
撰
と

し
て
禅
浄

双
修
を
解

釈
す
る
。
延
寿
仮
託

と
す
る
の
は
、
僅

か
に
筆
者

と
孔
維

勤

『
永

明
延
寿
宗

教
論
』

(
一
二
四
-

一
二
五
頁
)

と
思

わ
れ
る
。

<
キ

ー

ワ
ー

ド

>
延

寿

、

宗

蹟

、

蓮

社

(札
幌
大
谷
短
期
大
学
教
授
)
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